





Some Consideration on the Wave Velocity and Wave 
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ここにSは応力， εはひずみであり ，am， am-l 
・ bn，bn-l， 目・・は定数である. (1)において
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また (12) 8=εoept 
のような周期的な変化のない場合をみると，応力も実関
係でとZければならないので(1)における iJ/iJtの係数ao，
al，・.'am， bo， bl， ••• bn等はすべて実数でなければな
らない.
一般に平面波の波動方程式は
iJ2u ~ f iJ ¥ iJ2u 
iJx2 - ¥ iJt I iJt2 (13) 
E(去)=よ
G( ~c) (14) 
で表わされるが，ここに uは変位であり ?ρ は密度， E
はComplianceである.uのLaplace変換L(u)は
L (← u(p)= J~u仰 P噛(か) (却
であり，また
LCu(1) (x，t))=pU(p)-u(x，o) 
L(u (2) (x， t)) =p2U(p) -pu(x， 0) -u' (x， 0) 
~ (凶
n-l n-r-l 






U(X，p) = U(o，p)巴士 PV云 (18) 
となり，これを逆変換すると
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と dp














1 2 h 
lim司五了寸ことなり， (幼から ρC∞ニ立
となるーしたがって(22)における積分路は
































































となるので， G (i吋は (4)により
u(ω2) +imv(ω2) 









cv一切>0 ωは実数 (35) 
となる.ここに u(m2)，V(ω2)， c(ω2) ，平(ω2)はそれぞ
れ(28)，(31)で与えられる.したがって(23)，(35)およ
び U，V， c ~甲 t乙関する条件を満足する実数 ao ， aI， 






。S; ~ aεF 
3 ー=Ei~: '%'- (36) at ~'at 1); 
で表わされるから ξ=εoept となる場合には(36)により
S=ZSz=l zfL7L 




， p十グー (38) 




般に n個で， G(p)は pくOで'(n-1)個の O点および
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一副2(k2ω2_k+甲02)十 九印3iG(i吋一一一一一一一一1十k曲2十平02ω2 '(1 +kw2)2十九2ω2
(45) 
となるから条件は満たされる.
(v) N orman Ricker型の場合







Xl =Ae-axei (2四 Iv)(x-vt) (46) 
ただし α=k(引 (47) 
である.乙れから逆に波動方程式を作ると，波数 n=
21ClJ/vとして
i)21Jf'_ n2 v2 i)21Jf' 
at2一面三五戸 7示 (48) 





















? ???? (50) 
となる. α=ピ 1nq1のものは解析関数でなくなるの





叫 (t-xvE(p) p) =巴xp[(t-~)p- k' pq ~ 













なければとtらない. f (t)キ0，t二三o;f(t) = 0， t <0 
としてもよい。そうすれば結局f(x，t)キ 0，x-vt> 





































となり， 1 iJu σ(O，t)= p一一一一一一一一一， iJt 、/E(δ/iJt) (55) 
であり， Laplaceの変換を用いると
LCσ(0， t)) =S(O，p) 
を与えられたものとすれば




U(x，p) =一里盟主1ピ里白2_e土、/陥)-px (57) 
pp 
となり，したがって(19)は
守 {"f十仰 、/E面了 (，一、/面市 X)p
u(x， t)=-"，=了 I S(O，p)一一一-e dp 


















となる.Voigt 模型では p→∞のとき E(p)→Oにな
るのであるが. (首)で述べたように
1 /" 1 E(p)→一一(1:---!-) 
P Ai 
において弾性が十分大きいとは E(p)=一定となる.故







































1) 岡小天p 岩波講座現代物理学 ITE，高分子の粘猟
性，岩波書居 1955年
2) Ricker， N" The Form and Natur巴 of
Seismic Waves and the Structure of 
Seismograms， Geゆhysics，5， 
348-366 (1940) 
